
(参加者約50名)

(文fl:穴山 節)

(3)外国人研究員
1)招へい外国人学者

氏 名 :Suryobroto,Bambang

受入教官 :竹中 修

研究耽招 :インドネシア国スラウェシ島のマカカ

屈サルの分子系統学

招へい期間 :9.4.4-9.5.10

氏 名 :Basabose.KanyunyiA.

受入教官 :山稜寿一

研究課題 :ゴリラとチンパンジーの生態学に関す

るfZ料分析

招へい期間 :9.1.19-9.6.30

氏 名 :FagotJoel

受入教官 :友永雅己

研死課題 :大域処理優先効果についての比較分析

アプローチ

招へい期間 :9.6.27-9.7.30

氏 名:Soltis.JosephMark

受入教官:杉山幸丸

研究課題 :野生ニホンザルの配偶者選択の行動 ･

迫伝学的研究

招へい期間 :9.7.1-10.6.30

氏 名 :Loverde.PhilipThomas

受入教官:平井啓久

研究課題 :住血吸虫ゲノム解析に関する共同研究

招へい期間 :9.7.14-9.7.23

氏 名 :Hayes,VanessaJane

受入教官 :杉山幸丸

研究課招 '.霊長類とくにニホンザルの行動 ･生態

学的研究

招へい期間 :6.3.29-10.3.28

氏 名:Hammad.HanaaEl･Mohamady

受入孜官:平井啓久

研究課娼 :住血吸虫籾の分子細胞迫伝学的研究

招へい期間 : 9.8.15-9.10.13

氏 名 :Ⅰversen.IverHans

受入教官 :友永雅己

研死課題 :チンパンジーの詑知機能の実験的分析

招へい期間 :9.8.12-9.ll.18

氏 名 :Setyadji.RinaHcrlina

受入教官 :竹中 修

研究課題 :インドネシア スラウェシ･マカクの

遺伝的分化

招へい期間 :8.10.10- 9.7.31

10.I.14-10.3.31

氏 名 :Farajallah.Achmad

受入教官 :竹中 修

研究課題 :熱符の動物の多様性に関する研究

招へい期間 :9.7.9-9.8.28

2)外国人受託研究員

氏 名 :Samuel.KagoNjubi

受入教官 :後藤俊二 ･波速邦夫

研按項目:霊長規保讃管理

研修期間 :9.8.ll-9.8.27

(4)日本人研究員 ･研究生
1)日本学術振興会特別研究員

氏 名 :友永利佳子

受入教官 :松沢哲郎

研究課題 :ヒト乳幼児とチンパンジーの対象操作

における認知発達の比較

受入期間 :9.4.1-10.3.31

氏 名 :中村徳子

受入教官 :松沢哲郎

研究課題 :チンパンジー乳幼児とヒト乳幼児にお

ける認知機能の発達の比較

受入期間 :9.4.1-12.3.31

氏 名 :杉油秀樹

受入枚官 '.正市信男

研究設題 :ニホンザルにおけるクー ･コールの機

能の研究

受入期間 :8.1.1-10.12.31
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氏 名 :小田 亮

受入教官 :正高信男

研究課題 :霊長類の社会的知能についての実験的

研究

受入期間 :9.4.1-10.3.31

2)研修且

氏 名 :鈴木修司

受入教官 :松沢哲郎

研修題目 :霊長類の意志決定に関する実験心理学

的研究

研修期間 :9.4.1-10.2.28

氏 名 :小林 隆

受入吸官 :加納隆至

研修堀日 :野生状態におけるウマの社会行動

研修期間 -.9.5.1- 10.2.4

氏 名 :劉成淑

受入枚官 :竹中 修

研修PB目 :霊長輯分子進化

研修相聞 :9.8.1-10.3.31

3)受託研究且

氏 名 :山地他人

受入教官 :中村 伸

研修題目 :霊長類のアレルギー反応におけるIgE

産生機序の調節

研究期間 :9.4.1-10.3.31

氏 名 :菊池有純

受入教官 :中村 伸

研修題目 :組綴因子の路床生化学的研究

研究期間 :9.5.1-10.3.31

4)研究生

氏 名 :近藤美智和

受入教官 :溝田 穣

研究項目 :霊長類の採食行動

研究期間 :9.4.1-10.3.31

氏 名 :Nielsen.Matthew L.

受入教官 :小嶋群三

研究項目 :注意についての神経生理学的.脳画像

的研究

研究期間 : 9.7.1-10.6.30

5)特別研究学生

氏 名 :落合知美

受入教官 :松沢哲郎

研究題目 :群れ飼育されているチンパンジーのエ

ンリッチメントとその効果

研究期間 :9.4.1-10.3.31

氏 名 :小山哲男

受入教官 :三上章允

研究題目 :中枢神経系における痛みの認知及び情

動､逃避行動への影響の解明

研究期間 :8.7.1-10.3.31

(5)所内談話会

第 1回 :1997年5月15日

｢私の自己点検- 披引用と衝撃指数について｣

杉山幸丸 (生態機構分野)

第2回 :1997年7月17日

｢Automateddrawingandsortingtasksin

chimpanzeesJ

ⅠverHanslversen(COEForeignResearch

Fellow,UniversityofNorthFlorida)

第3回 :1997年10月14日

｢●南太平洋の入校学 ｣

片山一道 (形態進化分野)

第4回 :1998年1月20日

｢EvolutionofPrimateCommunication:

NeurobiologicalandFunctionalDesign

FeaturesJ

MarcHauser(HarvardUniv.)

第5回 :1998年1月28日

｢Thereproductivestrategiesofmaleand

femaleJapanesemacaquesJ

JosephM.Soltis(JSPSForeignResearch

Fellow.UniversityofCalifomiaat

LosAngeles)

(談話会係 :片山一道 ･清水慶子)
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